
【がん患者サロン】
日時／７月23日（月）　午後２時～４時
場所／２号館１階医療連携福祉相談室
費用／300円（お茶代として当日集めます）
【乳がん患者サロン】
日時／７月19日（木）　午後２時～４時
場所／２号館２階乳腺センター会議室
費用／無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
　 麻しん（はしか）の症状がある場合は来院前に電話を

　麻しんは空気感染します。発熱、咳、鼻水、発疹（体
のブツブツ）などの症状がある場合、必ず事前に病院へ
電話連絡の上、指示に従って受診してください。　

 
　 附属看護専門学校オープンキャンパス2018

　７月21日（土）と８月25日（土）の２日間、オープンキャ
ンパスを開催します。受付時間は午前９時から正午。事
前予約は要りません。学校の概要説明や入試情報に加え、
模擬授業や在校生との交流なども行います。看護師を目
指している人や関心のある人は参加してみませんか。

 
　 「がん相談支援センター」を活用しましょう

　当院は「地域がん診療連携拠点病院」に指定されてお
り、がんに関する相談窓口を設けています。患者や家族
が不安なこと、心配なことについて、社会福祉士や看護
師が相談を受けています。当院に受診していない人でも
利用できますので、一人で悩まず気軽に相談してくださ
い。がん治療と仕事の両立についても支援しています。
仕事を辞めてしまう前に相談してください。
場所／２号館１階医療連携福祉相談室
費用／無料
　がんを体験した人や治療中の人、その家族を対象に「が
ん患者サロン」「乳がん患者サロン」を毎月開催していま
す。事前の申し込みは不要です。体験や思いを語り合う
場として活用してください。

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　食中毒を引き起こす主な原因は、細菌とウイルスに
よるものです。細菌は高温多湿などの条件がそろうと
食べ物の中で増殖し、その食べ物を食べることにより
食中毒を引き起こします。ノロウイルスなどのウイル
スは、細菌のように食べ物の中では増殖しませんが、
食べ物を通じて体内に入ると人の腸管内で増殖し、食
中毒を引き起こします。
　食中毒を防ぐためには、原因菌を食品に「つけない」、
食品についている原因菌を「増やさない」、食品や調理
器具についている原因菌を「やっつける」ことが原則で
す。
食中毒予防の３原則
①菌をつけない
　食品材料はいつも新鮮なものを使いましょう。食品
を取り扱う人は体調に注意し、手をよく洗いましょう。
料理を作る器具や盛りつける食器類は、衛生的なもの
を使用しましょう。

②菌を増やさない
　食品はできるだけ冷蔵庫で低温保存し、原因菌の増
殖を抑えましょう。生鮮食品はできるだけ早く冷蔵庫
に入れ、消費期限内に食べることが大切です。作った
食事は時間を置かずにすぐ食べましょう。
③菌をやっつける
　ほとんどの細菌やウイルスは熱に弱いため、中心部
までよく火が通るように加熱すると安心です。調理器
具は洗剤でよく洗い、熱湯をかけて殺菌消毒をしま
しょう。

【健康管理課管理栄養士】

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス
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夏は食中毒にご用心
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